
（１）自分の感覚や行為を通して、身近な長崎をテーマに描かれた絵における形や色などの造形的な特徴を理解する。
（２）形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもちながら我が国や諸外国の親しみのある美術作品の造形的

なよさや美しさ、表現の意図や特徴などについて感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深める。
（３）主体的に郷土長崎にゆかりのある作品を鑑賞する活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関

わり楽しく豊かな生活を創造しようとする。

長崎県提供

・美術館の学芸員と対話しながら所蔵作品を鑑賞できるように、教室と美術館とをオンライン会議システムで接続
・作品の細部まで鑑賞できるようICT端末の拡大機能を活用

【作品鑑賞１】
美術館からA「長崎港の図（中山文孝）」とＢ「長崎の丘（鈴木信太郎）」の２作品をWeb会議システム
で配信し、大型モニター及びICT端末で鑑賞。その際、児童は、学芸員と対話しながら作品のよさや美しさを
感じ取ったり考えたりする。
＜めあて＞「長崎を表した絵から感じたことを伝え合おう」
【作品鑑賞２】
・地図に作品写真を貼付した「作品マップ」を作成するため、AB以外の17作品を鑑賞しながら、「作品マップ」
に取り入れる数点を各自で決める際にICT端末を使用。
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【場面①（美術館とリアルタイムでつながり、対話しながら作品を鑑賞する場面）】
・離島部にも多くの学校がある本県の現状から、美術館の作品を学芸員と対話しながら鑑賞できる機会を設けることは、美術作
品への興味・関心を高め、作品のよさや美しさを感じ取ったり考えたりして見方や感じ方を深めることにつながる。
・児童が作品から受けた印象を造形的な視点をもって友人と話し合えるようにし、学芸員は対話しながら適切なタイミングで作
品の情報を伝えていくようにしている。そのためには、教師と学芸員が、事前にねらいや学びを深める指導について共有しておくこと
が重要である。
【場面②（作品から自分なりに感じ取ったよさや美しさなどについて紹介している場面）】
・作品鑑賞したり友人に紹介したりする際に、自分が見たい、見せたいと思ったところを拡大してじっくり見合うことができる。そうし
て作品の意図や特徴について話し合うなどして見方や感じ方を深める姿につなげることができる。
【場面③（「作品マップ」を作成する場面）】
・本授業では、マップ台紙に印刷した作品画像やコメントを貼付した。デジタルホワイトボードを効果的に活用し、ＩＣＴ端末上
で、マップ台紙画像に作品画像やコメントを貼付することもできる。このような活動を行うことで、画像サイズの調整や貼り替えも
自在で、児童は自分の感じたことや考えたことを短時間で整理し、多くの友達と共有して意見を交換することが可能となる。

【活用したソフトや機能】 オンライン会議システム、デジタルホワイトボード
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【事例におけるＩＣＴ活用の場面②・③】


